








Ⅰ研究目的 

胎児障害原因の一つとして,血液型不適合による新生児溶血性疾患は極めて重要である。母

児血液型不適合により,胎児赤血球の母体血液中への流入 trans placental hemorrhage は

母体の血清中に胎児赤血球と反応する不規則抗体(IgM,IgG,IgA)を産生することがある。

IgAは例外的に稀で,前2者に限られるが,分子量はそれぞれ約90万,14万で,分子量の小さ

い IgG 抗体のみが母体からら胎盤を通過して児に移行し,児血球と反応をおこし,これを破

壊して高度の貧血をおこし,胎児水腫などをおこして子宮内死亡の原因となり,また重篤な

黄疸は核黄疸による脳神経障害を児に遺す。 

母児血液不適合によっておこる胎児障害は理論的には極めて多種類(200 以上)の血液型に

よって皆おこり得るが,それらは極めて稀であって,よくあるものはそれらのうちのごく一

部である。Rh式,ABO式が重要であることは申すまでもない。Rh式のD因子は,Levine(1939)

及び Wiener(1940)らによって発見され,第 2次大戦終了の 1945年までに C,E，c，e 等の因

子が発見され,その後新しい血液型発見のラッシュが到来した。Lutheran 式(1946),Lewis

式(1946),Kell-Cellano 式(1946),Ss 式(1947).Duffy 式(1950),Kidd 式(1951),Diego 式

(1953）,その他極めて多種の赤血球抗原-抗体系が解明されて来た。それらは皆抗体をつく

り,胎児障害,輸血副作用・事故の原因となる公算を持っている。しかしその頻度が低いた

めに単なる症例報告にとどまり,或いは原因を解明できずに終ってしまうのが本邦の現状

であろう。 

本研究は妊婦に生ずる不規則抗体を発生頻度の面より統計的に調査研究し,実際に抗体を

持っている母から生れた児の障害頻度を追究しようとするものである。 

また妊娠免疫と輸血免疫による抗体産生頻度・抗体種類を比較研究するものであって,世界

においてもこのような研究には接しない。 


